
デザイナーのための経済コラム（４６）
ソクラテスは正しかったのか。コンプライアンス・Compliance　を守るべきか

自動車専用道路（高速道路）では最高速度が乗用車で１００Km、貨物車両（ﾄﾗｯｸ）

では８０Kmとされています。自動車専用道路（高速道路）では同じ道路でも天候、

渋滞状況によって制限速度は８０Km、７０Km、５０Kmと変えられます。一般道路

では速度制限が最高６０Kmになっています。一般道路では天候や渋滞状況に

よって制限速度は変えられません。しかし、道路の規格（地域、車線数）によって

細かく指定されています。ｽﾋﾟｰﾄﾞ違反はｽﾋﾟｰﾄﾞ計器のﾃﾞｰﾀを証拠にされます。

計器や測定条件によって誤差が生じることがあり得ますから、大抵の場合は

１０％越えを基準に違反判定しているようです。運転者の年齢や健康状態、

天候状態、道路状態などさまざまな状況が考えられますが、実際にはそれらを

考慮して一々対応してはいません。それが現実です。

「一旦停止」の定義を道路交通法代43条を読んでみました。それを読んだ

だけでは十分に理解できません。停止線の手前とは何ｃｍ？　一時停止

とは何秒？　停止とは完全停止？　そんなことを考えてすべて理解しないと

運転できないのでしょうか。この条文で重要なのは、交差点での他の

車の通行を妨害することなく、安全を確認できるように停止するという

ことだと考えます。ｽﾋﾟｰﾄﾞ違反のように機器で測定していません。動画が

あれば判定できるでしょうが、警察官の目視で判定しています。これも現実です。

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの遵守よりも自己の価値観を優先した人を2人知っています。

1人は杉原千畝（1900～1986）です。1940年、第二次大戦中、ﾘﾄｱﾆｱの領事として

国・外務省の指示・命令をうまくかわして（無視逆らって）、ﾕﾀﾞﾔ人難民に日本へ

の2，139枚のﾋﾞｻﾞを発給し、ﾅﾁの虐殺から救いました。1947年、帰国後はその

ために外交官を失職しました。2000年、外務大臣・河野洋平によって謝罪と 下記のHPは詳細に時代状況を説明しています。

名誉回復がされました。 https://ja.wikipedia.org/wiki/杉原千畝

もう1人は永六輔（1933～2016）です。計量法は古くは明治24年に度量衡法として

制定され、何度か改定されています。1959年、計量法は伝統的な尺、貫の単位を

廃止し、国際的な単位のﾒｰﾄﾙ法を商取引の単位として義務付けられました。彼は

この法律の反対運動を起こし、全国の大工や和服業者に曲尺（かねじゃく）や鯨尺

（くじらじゃく）の使用を勧め、物差しの紹介や斡旋をして回りました。この法律に

違反すれば、懲役、罰金が課せられます。彼がこの法律に違反したとして起訴

されたという話は知りません。 https://ja.wikipedia.org/wiki/永六輔

全く別の話があります。自分の命よりもｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽを優先した人を2人知っています。

1人は古代ｷﾞﾘｼｱのｿｸﾗﾃｽ（BC470～ＢＣ399）です。ｿｸﾗﾃｽは「国家を信じない神々を

輸入し青少年たちを惑わせた」として死刑を宣告され、法治国家としての決定を受けて

毒杯をあおったとされています。ｿｸﾗﾃｽの判断は正しかったのか。ﾙﾈｯｻﾝｽの先駆けの ｿｸﾗﾃｽ

ｶﾞﾘﾚｵｶﾞﾘﾚｲ（1564～1642）は地動説を唱えてﾛｰﾏ教会から自説の撤回をするよう審問を

受けました。ｶﾞﾘﾚｵは妥協して自説を撤回しましたが、本心ではなく「それでも地球は回る」と

つぶやいた、と言われます。

もう1人は山口良忠（1913～1942）です。第二次大戦直後、判事として食糧管理法違反者を ｶﾞﾘﾚｵｶﾞﾘﾚｲ

担当して、自分自身が法を犯してはいけないと、闇市の闇米を拒否して33歳で餓死しました。

彼は自分には厳しかったけど、判決は優しかったと言います。食糧管理法が現実的でなくても、

その法律は守るべきなのか。彼はｿｸﾗﾃｽの話を知っていたと思います。彼はｿｸﾗﾃｽが正しいと

思っていたのか、同世代の愚直な生きざまなのか、法に対する抗議だったのかわかりません。

さて、あなたはどのような生き方を支持しますか。

（T.K.） 山口良忠
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